
附属明細書
\ 固定資産の取得及び処分並びに減価償却費等（「第86特定の償却資産の減価に係る会計処理」による損益外減価償却相当額も含む）の明細

（単位：円）

資 産 の 種 類 期 首 残 高 当期増加額 当期減少額 期 末 残 高
減価償却累計額 減損損失累計額

差引当期末残高
当期償却額 当期減損額

建 物 40¶894¶446 31¶040¶625 50 71¶935¶021 6¶022¶529 4¶105¶567 ` ` 65¶912¶492

構 築 物 4¶866¶125 14¶931¶000 ` 19¶797¶125 621¶428 403¶938 ` ` 19¶175¶697

有 形 固 定 資 産
（償却費損益内）

機械及び装置 289¶510¶576 ` 27¶219¶390 262¶291¶186 214¶942¶829 41¶050¶914 ` ` 47¶348¶357

車 両 運 搬 具 4¶437¶482 ` ` 4¶437¶482 3¶251¶106 798¶732 ` ` 1¶186¶376

工具器具備品 1¶932¶590¶121 184¶310¶071 14¶865¶669 2¶102¶034¶523 1¶476¶842¶875 231¶006¶805 ` ` 625¶191¶648

計 2¶272¶298¶750 230¶281¶696 42¶085¶109 2¶460¶495¶337 1¶701¶680¶767 277¶365¶956 ` ` 758¶814¶570

建 物 5¶409¶323¶598 28¶350¶000 ` 5¶437¶673¶598 1¶284¶216¶161 240¶071¶368 ` ` 4¶153¶457¶437

構 築 物 293¶523¶953 ` ` 293¶523¶953 173¶919¶273 14¶930¶594 ` ` 119¶604¶680

有 形 固 定 資 産
（償却費損益外） 機械及び装置 124¶651¶098 187¶887¶000 ` 312¶538¶098 27¶591¶360 11¶545¶752 ` ` 284¶946¶738

工具器具備品 757¶103¶816 ` 4¶696¶613 752¶407¶203 539¶997¶358 82¶889¶153 ` ` 212¶409¶845

計 6¶584¶602¶465 216¶237¶000 4¶696¶613 6¶796¶142¶852 2¶025¶724¶152 349¶436¶867 ` ` 4¶770¶418¶700

土 地 6¶165¶209¶000 ` ` 6¶165¶209¶000 ` ` ` ` 6¶165¶209¶000

非 償 却 資 産 建 設 仮 勘 定 ` 40¶950¶000 28¶350¶000 12¶600¶000 ` ` ` ` 12¶600¶000

計 6¶165¶209¶000 40¶950¶000 28¶350¶000 6¶177¶809¶000 ` ` ` ` 6¶177¶809¶000

建 物 5¶450¶218¶044 59¶390¶625 50 5¶509¶608¶619 1¶290¶238¶690 244¶176¶935 ` ` 4¶219¶369¶929

構 築 物 298¶390¶078 14¶931¶000 ` 313¶321¶078 174¶540¶701 15¶334¶532 ` ` 138¶780¶377

機械及び装置 414¶161¶674 187¶887¶000 27¶219¶390 574¶829¶284 242¶534¶189 52¶596¶666 ` ` 332¶295¶095

有形固定資産合計
車 両 運 搬 具 4¶437¶482 ` ` 4¶437¶482 3¶251¶106 798¶732 ` ` 1¶186¶376

工具器具備品 2¶689¶693¶937 184¶310¶071 19¶562¶282 2¶854¶441¶726 2¶016¶840¶233 313¶895¶958 ` ` 837¶601¶493
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] 貸借対照表関係
{ 運営費交付金から充当されるべき賞与の見積額

77¶631¶333円
| 運営費交付金から充当されるべき退職給付の見積額

897¶943¶661円
^ 損益計算書関係

ファイナンス・リース取引が損益に与える影響額は�12¶997円であり、当該影響額を除いた当
期総利益は15¶071¶507円であります。

_ キャッシュ・フロー計算書関係
資金の期末残高の貸借対照表科目別内訳
現金及び預金勘定 866¶126¶799円

` 区分経理

独立行政法人労働安全衛生総合研究所法第11条に基づき社会復帰促進等事業として行われるも

のに係る経理（社会復帰促進等事業勘定）とその他の業務に係る経理（一般勘定）とに区分して

おります。

a 追加情報

独立行政法人整理合理化計画

「独立行政法人整理合理化計画」（平成19年12月24日閣議決定）の「各独立行政法人について

講ずべき措置」において、「労働安全衛生に係る研究業務等の一層の総合化を図る観点から、独

立行政法人労働者健康福祉機構と統合する。」とされております。
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